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目的 リンパ節転移のリスク因子の検討 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究および症例対照研究 
セッティング 千葉大学病院 
対象者 外科的治療を行った皮膚原発有棘細胞癌 93 例 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 1 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 22 ） 

介入（要因曝露） 組織所見（深達度、分化度など） 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 リンパ節転移 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

原病死は11例にみられ,そのうち5例は原発巣手術後のリンパ節転移

によるものであった.原発巣の悪性度の組織学的指標として,腫瘍の

深達度,腫瘍細胞の分化度,異型度,浸潤度,リンパ管内侵襲度の5項目

について,リンパ節転移との関係を検討したところ,深達度と浸潤度

がリンパ節転移を予測するのにもっとも有用であった 

結論 

深達度と浸潤度がリンパ節転移を予測するのにもっとも有用であっ

た。 

一次研究の 8 項目 

備考 
 

レビューワー氏名 宇原 久 

レビューワーコメント 
レビューワーコメント 

エビデンスのレベル分類（ IV ） 
従来から予測されていた多くのリスク因子の中で、浸潤パターンと

深さが最も重要であることを本邦人について初めて明らかにした貴

重な報告である。 
 




